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本座談会の様子は 
交通システム工学科の 
YouTube チャンネル 
でも公開予定です。

技術者として、経営者として

福田	 本日は、企業の経営者として活躍
されている卒業生をお招きしまして、交

通分野におけるビジネスと大学での学び

をテーマにお話をお聞きします。皆さん

は会社の重要なポジションにつかれてお

り、技術者でありながら経営者としても

ビジネスの第一線で活躍されています。

まずはご自身の会社の紹介もあわせて、

自己紹介をお願いします。

増島	 増島哲二と申します。株式会社ア
ルメックの代表取締役です。弊社には

財務総務系と技術系の２人の代表がお

り、私は技術系の代表を担っておりま

す。1989年に学部を卒業後、大学院の

修士課程、博士課程を経まして１年間学

科の副手を務めました。その後、現在の

アルメックに就職をいたしまして今に至

っております。アルメックは都市計画、

交通計画を専門とした開発コンサルタン

トで、国内事業部と海外事業部の両方が

ございます。私は海外部の統括をしてお

りまして、主なクライアントは JICA、

世界銀行やアジア開発銀行といった国

際機関や政府系の機関でして、いわゆる

ODA関連の技術協力事業に対して業務

委託を受けてお仕事をさせていただいて

おります。60人程度の小さな会社です

ので、私自身もプレーイングマネジャー

として業務に携わっており、今でも１年

の半分くらいは海外に出ております。

福田	 増島さんは本学科で博士後期課程
まで進学されて博士の学位も持っておら

れます。大学での研究の経験が現在の活

動にどう結びつけられているのか、ご紹

介ください。

増島	 現在の仕事内容は、基本的には途
上国での交通計画ということで、交通の

インフラやサービスを計画しておりま

す。計画を行うには都市や交通の現在お

よび将来の分析などをした上で改善案を

提案します。大学院の時に、対象や規模

はかなり限られていましたが、そういっ

た分析を行った上で提案を考え、かつ評

価するというプロセスを学んだというこ

とは、今の業務に役立っております。卒

業後に異業種へ飛び込む方が多い中で、

自分はかなり今の仕事と直結しているの

だと、改めて感じた次第です。

岩坂	 岩坂照之と申します。1993年に
卒業し、今も勤めております前田建設工

業株式会社に入社しまして、７年ほどは

トンネル工事の中でもシールド工法の担

当をしておりました。それから大学院に

２年ほど行き、その後、会社の経営を担

う総合企画部という部署に行きました。

次に３年間、別の大学院に行きまして、

同じ総合企画部の広報に戻り CSR・環

境部に異動。今は ICI 総合センターとい

う、他のゼネコンで言えば「技術研究所」

ですが、それにプラスして異業種の会社

さんと繫がって新しいものを生み出そう

という部署で責任者をしています。執行

役員で ICI 総合センター長というのが現

状です。

福田	 岩坂さんは現場での勤務を経て大
学院に入られ、最終的には博士の学位を

取られました。一度社会人を経験されて

から大学院に入られた経緯や、現在の仕

事にどのように繫がっているかを教えて

いただけますか。

岩坂	 卒業後に入社したのが施工会社で
したので、トンネルの技術者として頑張

ってやっていました。ところが７年たっ

て新しい法律、PFI 法ができるというタ

イミングで、会社としても視野を広げな

ければいけないということで、元気が良

かった私が会社から指名され大学院に行

ったということです。本学科は土木が学

べて交通が学べましたし、かつ私はデザ

イン研の出身で、江守先生とも景観など

でご一緒していたものですから、多彩な

ことに携わり新しいものの組み合わせの

面白さを学ぶことができました。土木の

基本をしっかりやりつつ新しいものを融

合するというイノベーションの下地をつ

くっていただき、それが今に至るまで役

立っています。

井口	 株式会社ディアローグホールディ
ングス専務取締役の井口淳と申します。

私は2004年に学部を卒業し、そのまま

博士前期課程に行って2006年に修了し、

NEXCOのグループ会社で、橋梁の調査

をして補修や補強の提案をする仕事を

10年ちょっとやっていました。その後

声がかかり、今の会社に来て６年くらい

たちます。今の会社は規模の割にはいろ

いろな事業を展開させていただいてい

て、福祉施設の経営だとか、美容系店舗

の運営だとか、設計事務所だとか、不動

産だとか、翻訳だとか、その他いろいろ

やらせてもらっています。私が担当して

いるのは、主にグループ全体の資金調達

です。あと、新しい事業を始める時に「誰

もできない！」となったら初めに携わる

ワイルドカードの役目もしています。

福田	 井口さんは現在の会社の創業メン
バーということですが、起業の経緯やビ

ジネスの面白さ、あるいは苦労話などが

あればお聞かせください。

井口	 ホールディングスとしての会社の
設立はまだ３、 ４年ですが、事業会社と

しては来年で20周年なんですね。新し

い会社ではひとつの事業に頼っていると

ちょっとしたきっかけや世の中の動きが

変わった時にすぐダメになるので、１本

の軸だけではなくさまざまな軸を持つた

めに、いろいろな事業会社をやらせても

らっています。ですから、やりたくてや

っているというよりは、厳しい世の中を

生き抜くために必死になってやっている

のが今の形という感じです。ただ、いろ

いろなチャレンジをする時には、失敗を

恐れない。日本の教育って基本的に「失

敗を許さない」感じがすごく強いのです

が、でも「別に失敗してもいいじゃん」

という発想なので、何をためらうことが

あるんだろうと思っています。日本の制

度には自己破産もあれば生活保護もある

から、失敗したって何も怖くないと思い

ます。

福田	 ありがとうございます。皆さんそ
れぞれさまざまな経験をお持ちですの

で、本日は幅広い視点からお話が聞ける

ものと楽しみにしています。

交通分野の新技術・新事業

福田	 皆さんもよくご存じのように、自
動車を中心とした交通業界は今、100年

に一度の大変革期と言われています。私

も授業で教えていますが、CASE という

キーワードが使われていて、自動運転技

術、シェアリングサービス、電気自動車

などさまざまな新しい技術が登場してき

て、これらにかかわる多くのビジネスが

これから生まれてくるのだろうと感じて

ビジネスで活躍する卒業生座談会
本号の特集では、ビジネスの最前線で活躍する３名の卒業生をお招きし、本学科
の教員とともに「ビジネス」をテーマに座談会を行いました。
卒業生それぞれの豊富な経験と専門知識をもとに、今後の交通関連ビジネスの可
能性や、技術者として社会で活躍するために大学で必要な学びについて議論しま
した。また、これから活躍する後輩たちへの期待も語っていただきました。

司会 交通システム工学科　教授　福田　敦

株式会社アルメック
代表取締役 

増島哲二
25期  ■  交通土木工学科卒業

1991年に日本大学大学院理工学研究
科交通土木工学専攻博士前期課程を
修了し、1994年に同博士後期課程を
修了、工学博士の学位取得。1994年
より日本大学理工学部交通土木工学
科で副手として勤めた後、1995年に
株式会社アルメックに入社。その後、
JICA 等による途上国での交通計画に
かかわる開発調査や技術移転業務に
携わり、2020年から代表取締役に就
任し、現在に至る。

前田建設工業株式会社
執行役員・ICI 総合センター長
日本大学理工学部客員教授

岩坂照之
29期  ■  交通土木工学科卒業

1993年に前田建設工業株式会社に入社、シ
ールドトンネルに関する業務に従事した後、
埼玉大学大学院政策科学研究科博士前期課
程に入学し、2001年に修了。さらに2004年
に高知工科大学工学研究科博士課程を修了
し、博士（工学）を取得。その後、同社総
合企画部広報グループ長、CSR・環境部長
として会社の経営・企画に従事し、2018年
より ICI 総合センター インキュベーション

センター長、2021年より ICI 総合セン
ター長に就任し、現在に至る。

株式会社ディアローグ 
ホールディングス
専務取締役

井口　淳
40期  ■  社会交通工学科卒業

2006年に日本大学大学院理工学研究
科社会交通工学専攻博士前期課程を修
了し、東エン株式会社（現 中日本ハ
イウェイ・エンジニアリング東京株式
会社）に入社、橋梁の調査・補修に関
する業務に従事。2018年に株式会社
ディアローグおよび株式会社 I-PLAN
の専務取締役に就任。2020年より株
式会社ディアローグホールディングス
の専務取締役に就任し、現在に至る。
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増島	 私どものコンサルタント業界で
も、新しい技術を取り込んでいかないと

死活問題だと思っています。ただ、今の

状況を見ると、技術が先にあってそれを

どう使おうかというような現状です。逆

に、「こういう困ったことがあります」

とか「これをやったら、もっとみんなが

楽になり便利になります」という発想か

ら、「それでは、どういった技術が使え

るのか？」ということを考えたほうが良

くて、単に「この技術があるので、これ

をどう使ったらいいかな？」というアプ

ローチでは、うまく導入されないのでは

ないかと思っています。

岩坂	 やはりニーズありきで物事を考え
ていくのは大事な発想だと思います。「新

しい技術ができたから、これを何かに使

えませんか？」というのは遠回りだなと

私も感じます。もうひとつ、世界中の情

報が瞬時に共有され、商品やサービスが

あっという間に均質化してしまう時代の

中で、今後皆が何を求めるかというと、

実は地域の文化や歴史といった、その土

地に根ざした魅力。それらを引き出すよ

うな役割が必要になる一方で、全体を底

上げして効率化する役割も必要です。交

通システム工学科の学生さんにはそうい

うことができるのではないかなと思って

います。

福田	 ありがとうございます。井口さん
が言われたことは非常に胸に刺さります

ね。われわれはこれまで、人口が増え

る、需要が増える場所でどう交通を計画

するかということしか教えたことがなく

て、減っていくのをどうするんだという

のは、教えていないですね。おっしゃる

とおり、これから人口が減っていく中で

インフラをつくり直していかなくてはい

けない。ここに新たなニーズがあり、交

通の専門家としてやれることがあればい

いなと思います。

岩坂	 新しいことを生み出すって、コン
サルタントの立場からすると、現地の方

のそれぞれの立場になりきってシミュレ

ーションするということが大事なんじゃ

ないですか。特に海外だと難しいことが

あると思いますが。

福田	 人脈だという気がします。人との
繫がりをたくさん持っていないと。

岩坂	 そうですね。私もそう思います。
増島	 狭い世界で生きているより、さま
ざまな人とお付き合いがある、それが一

番重要な気がしますね。

井口	 確かにインターネットで調べれば
いろんな情報を調べられますが、会社で

新しいことをやる時は、必ず詳しい人に

聞きますね。何もない状態から調べただ

けでやろうというのは無謀ですし、私は、

いろんな人と知り合いで話せたほうが楽

しいと思うので。

岩坂	 今までにないことを生み出せる。
うちのセンターもそうですが、そういう

ことに重きを置くと、どれだけ人脈があ

って、かつ本音で話してもらえるか本当

に大事になります。ある程度信頼関係が

できて初めて「あ、そんなことをやって

いるなら……」とヒントをもらったりで

きます。航空会社と自動車会社と鉄道会

社が、実は解決しようとしている課題が

本質は一緒だったということが結構ある

んですよ。そういうことを見つけるのが

すごく面白い。見つけるために、一生懸

命動き回ってほしいです。

大学での学び

福田	 皆さんは会社の経営にかかわる立
場として、多くの社員や部下をご覧にな

っています。皆さんの学生時代のことも

思い出しながら、交通にかかわる技術者

として活躍するために、学生時代にどの

ようなことを意識して学ぶべきか、ある

いはどのようなことを経験しておくと良

いとお考えですか？

増島	 交通分野に進むということが前提
であるならば、交通に関する分析だとか

計画だとかを学ぶのは当然ですが、交通

はやはり都市や社会の中の一要素なの

で、もっと視野を広げて都市や社会の仕

組みがどういうふうになっているのかと

いうことに、ぜひ興味を持ってほしいで

す。また、海外業務では会議や報告書の

作成等をすべて英語で行いますので、当

然英語は重要です。ただし、自分は何が

伝えたいかというのをしっかり押さえる

ことが一番大切です。もちろん英語の勉

強を頑張っていただくことは非常に重要

だと思いますけれども、もっと重要なの

はやっぱり何を伝えるかということだと

思います。

福田	 交通システム工学科では英語教育
に力を入れていますし、学生が外国で発

表する機会も多いです。若い人は頭が柔

らかいので、早く始めれば上手になりま

すよね。岩坂さんはいかがでしょうか。

本学科の卒業生の進路先の中で建設会社

は非常に多いのですが、建設会社のエン

ジニアとして活躍する上で、大学での学

びや経験についてアドバイスをいただき

たいです。

岩坂	 例えば鉄道好きな方がいるとし
て、車両のデザインに目がいっちゃうか

もしれませんが、そこの線路は？　そ

の下の構造物は？　ということを意識す

ることが大事です。さらには、イギリ

スの鉄道事業ってどのような構造になっ

ているのか、そこで日立製作所は何をや

っているのか、などと自分の興味を起点

に、意識的に広げてもらうと良いと思い

ます。するとそこから大学の講義や研究

室での学びの意味が想像でき、魅力的に

感じると思います。建設業でも、最近は

DX的なもの、ロボット的なものと複雑

に組み合わせる必要があります。交通シ

ステム工学科の学生は土木からシステム

まで学んでいますので、いろんなところ

に興味の軸足を置けます。複雑なニーズ

を満たす際に応用が利くのではと思って

います。何でもいいからひとつ「自分は

何屋です」と言えるようにしつつ、その

他にプラスアルファを学んでほしいと思

います。

井口	 私は学生の頃は構造工学が専門
で、設計基準に照らし合わせた構造計算

も、設計基準から外れた非線形 FEMと

いう解析も、両方やっていました。会社

に入ると周りにそういったことに詳しい

人があまりいなかったので、学生時代に

勉強した知識で10年ほど構造の専門職

として仕事ができていました。コンクリ

ート診断士だとかコンクリート構造診断

士だとかの試験も、学生の時の知識で乗

り越えられました。橋の設計に関しても、

学生時代に勉強したことで十分事足りた

という印象です。学生の時に何かに力を

入れて勉強したことって、社会で通用す

ることが多いと思います。

福田	 交通システム工学科は JABEE の

います。そこで皆さんの会社の専門領域

を中心に、交通にかかわる新しい技術開

発や新事業などの取り組みがあれば教え

ていただきたいと思います。

岩坂	 いろいろな自動車会社とお話をし
ているのですが、やはり自動車業界は業

界ならではの危機感をお持ちです。自動

車が建物と融合したらどうなるかとか、

街と一体化したらどうなるかとか、自動

運転で鉄道と似た方向へ行っているよ

ね、といったさまざまな議論が飛び交

っています。例えば EVに関しては「建

物の電池として使ったら何が起きるの

か？」という話題がありますけれども、

そういった課題解決を、業界をまたぎで

きるようになったのは面白いと思ってい

ます。今まで別々の業界でそれぞれ開発

してきたことを俯瞰的に見て「ここは同

じ内容だからやめよう」というように無

駄を省き、スピードアップできれば非常

に面白い。また、例えば EVを建物の電

池として使うのなら、いつ充電して、走

って、どの建物に電気を供給するのかと

いう、EVと建物の最適管理用システム

が重要になってきます。ですからハード

にとってもソフトにとっても大きな変革

期ですが、先ほど言いましたように、私

はこの学科でさまざまな専門の先生と一

緒に学ぶ機会を経験済みで、何が来ても

アレルギーを起こさない体質にしていた

だけたので、今の異業種共創が大変楽し

みな毎日になっています。

福田	 私も個人的に EVを買ってみたん
ですよ。そうすると、単に技術ではなく、

生活そのものが変わってくるということ

が理解できました。岩坂さんの研究所で

は、そういう生活全体をトータルに見て

いろいろと考えられているのかなと。

岩坂	 そうですね。スマホ、自動車、そ
してインフラに至るまで、今後は一人ひ

とりに合わせた付加価値を提供したいと

いう目標はありますよね。その時の一人

ひとりの興味や体調などに合わせて最適

化できるんじゃないかといった議論をよ

くしています。

福田	 アルメックはタイやベトナムにも
事務所もお持ちで、新興国を対象に海外

の事業を多く手掛けられています。実は

先週、増島さんと一緒に私もタイにいた

んですけれども。海外での日本の技術の

活用についていかがですか？

増島	 私が仕事のフィールドとしている
途上国の交通の分野でも、やはり新しい

技術に対する期待というのは当然かなり

大きいです。途上国ではインフラそのも

のがあまり整っておらず、例えば日本で

は電話線が通っているのでそれを活用し

ますが、途上国では電話線そのものがな

い。けれども逆に、無線通信を使えばす

ぐにパッと新しいものが入る。そういっ

たことがあるので、やりやすい面もある

とは思います。でも実際には、いきなり

導入に進むかというとそうではなく、か

なり障壁があり、過渡期にあると思って

います。例えば私が携わっておりました

タイのバンコクでの、車のGPS データ

を使って交通管制に役立てようという事

業は、JICA の業務で実証実験を行いそ

の有効性については確認できたのです

が、それを実際に全面的に導入しようと

すると、データのセキュリティーの面で

すとか、あるいはかなり初期導入費が大

きくなるという、そういったいろいろな

ことが障壁になるので、実装にはまだち

ょっと壁があります。けれども、大きな

流れとしては当然新しい技術がどんどん

導入されていくという方向にあります。

福田	 井口さん、ディアローグホールデ
ィングスは比較的新しい会社で、もとも

との設計業務にとどまらず、さまざまな

事業領域にチャレンジされています。新

たな技術をビジネスとして展開していく

ことに関して、ご自身の経験などを踏ま

えてお話しいただけますでしょうか。

井口	 理系の大学出身の方は、「専門職」
という考えを強く持つ方が多くいらっし

ゃるイメージです。「私はこれしか習っ

てなくて、こういう職種だから、これし

かできません」というように。でも、意

外とやってみればできることって多いと

思います。そんなに難しいことではなく、

目の前にある「できる選択肢」からただ

選んでいくだけでも、当初は想像しなか

ったようなことを気付いたら達成できて

いた、ということはよくあることだと思

います。考え過ぎてやらない、という方

が多いのですが、人間の考えられること

なんて大したことはないので、やってみ

ればいいと思います。

福田	 われわれの学科でも、AI を使っ
た研究や自動運転など、先を見据えて最

先端の研究に取り組んでいる教員もいま

す。今後の交通分野のビジネスとして今

注目されていることや関心があることに

ついてお話しいただけますか。

井口	 交通や都市計画の分野は、タイミ
ングとしては非常に面白いと思います。

どんなに長くても四半世紀以内には自動

運転化が必ず来ます。「自動運転化して、

事故が起きたらどうするんだ」と言われ

ますが、今だって事故はたくさん起きて

います。技術的に考えても自動運転化し

たら事故の総量は減る可能性のほうがよ

っぽど高い。そういうものすごい変革期

にあるタイミングですし、日本の人口は

明らかに減っていくじゃないですか。今

までの都市を再構築する必要が必ず出て

くるんですよね。ですから、都市計画を

考え直せるタイミングにある人たちはう

らやましいなと思います。大変さはあり

ますが、今まで誰も遭遇したことのない

ことがやってくるので、絶対面白いと思

います。
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し始めているので、引き続き頑張ってほ

しいなと思っています。

岩坂	 うちの会社も多くの卒業生に頑張
ってもらっています。私のように専門分

野にこだわらず新規事業などで活躍して

いるメンバーが結構いるんです。そうい

う人間と、施工現場で所長として頑張っ

ている人間もいて、それぞれに適材適所

で活躍しています。ただひとつ言えるの

は、交通って守備範囲が広いという評判

なので、そういう点では良かったかなと

思います。

福田	 交通システム工学科では、常に社
会状況の変化をキャッチアップするため

にカリキュラムの改訂なども行い、教育

内容についても継続的に改善していま

す。今後の社会を見据えた上で、どのよ

うな学生が社会で必要とされるのか、ま

た、これから社会に出る学生にどのよう

なことを期待されているのでしょうか。

増島	 ぜひ学校の勉強だけでなく、趣味
でも何でもいいので、外に出て人と話し

たり、いろいろな経験値をどんどん高め

ていただきたい。そうしたことが、新た

な場所や環境に対応できる力になると思

います。ぜひいろいろな経験を、いとわ

ずにしていただきたいです。

岩坂	 今日皆さんと話した中で「失敗を
どこまで許容するか」というテーマが出

ました。私が何かお伝えすることがある

としたら、まさしくそれです。計画を立

てること、リスク分析をすることも大事

ですし、その専門家を否定する気はさら

さらないのですが、考え過ぎて何も行動

しないと本当に何も生まれないので、自

分自身で許容できるリスクを考えた上

で、まず行動してみる。大学での４年間

は勉強もしてほしいけど、人に会いに行

く、何かをやってみる。その際に「この

リスクはどの程度だろう？」と許容範囲

を考える癖を付けてもらい、前向きにス

ピード感を持って挑戦していってほしい

ですね。

井口	 私もいろんなことにチャレンジ
して失敗したらいいと思っています。 

ただ、おっしゃるとおりリスクだけは考

えたほうがいいと思います。また、経験

しないことも経験だと思います。以前、

３年間引きこもっていた人の話を聞いた

際に、本人は「何もやっていない」と言

うのですが、何もやっていないのが面白

い。食事はどうするのとか、髪の毛はど

うするのとか、その話を聞いて、経験し

ないことも経験だと思い、見方を変えれ

ばいろんなことが面白い。気楽に気軽に、

いろいろなことをやったりやらなかった

り、楽しく生きたほうがいい。

増島	 想像力って、すごく重要だと思い
ます。いろいろな立場でいろいろなこと

を想像する。自分の立場だけでなく、ほ

かの人の立場、周りの立場を想像して、

それでは何をしたらいいかというところ

に目を向ける。あとはやる気と覚悟を持

てるか、それに尽きるのかなと思います。

福田	 私の研究室にいた卒業生にもスタ
ートアップを始める人たちが出てきてい

ます。先ほど、100年に一度の交通業界

の大変革期と言いましたが、まさにこれ

がチャンスです。失敗するかもしれませ

んが、井口さんがおっしゃるように「失

敗してもいいじゃん」とチャレンジする

若い人がもっと出てこないと日本社会の

元気が出ないと常々思っているので、そ

ういう人たちの話を聞くようになってう

れしいです。ですから今後も、そういう

学生さんが出てくるといいなと思ってい

ます。本日はどうもありがとうございま

した。

認定を受けています。そのメリットは卒

業時に技術士補の資格が取れることで

す。JABEE は国際同等性も認められて

いるので、アメリカの ABET の卒業生

と同等とみなされます。特に建設コンサ

ルタントの場合は、技術士の資格が必須

ですよね。

増島	 技術士を持っていることの価値は
かなり大きいと思います。もちろん、卒

業時には技術士補しか取れませんが、将

来的に技術士を目指していただくことは

非常に重要だと思っています。実際にわ

れわれが、例えば JICA の案件を受注す

る場合には基本的には競争入札の形にな

りますので、コストだけでなく技術のプ

ロポーザルも書きます。技術のほうはそ

こに携わる人材の資格についても点数化

されて加点されますので、総合評価の得

点が上がります。そうした案件獲得の場

合にも必要ですし、技術士を得る過程で

培ったものは当然業務にも生かされるま

すので、技術士はぜひ取っていただいた

ほうがいいですね。

福田	 技術士は、以前は40歳くらいじ
ゃないと取れなかったと思いますが、最

近では30代のうちに取得する卒業生が

出てきたので、うれしい話です。

交通分野における女性の活躍

福田	 建設業界で今一番話題になってい
るのは、やはり人手不足の問題かと思い

ますが、その解決策としてさまざまな技

術開発が進んでいるように聞きますけれ

ども、最新の動向はいかがでしょうか。

岩坂	 そうですね。各社さんと同様、ロ
ボットやAI の活用はうちも取り組んで

います。建設業はよく、危険とか汚いと

かきついとか言われますけれども、最近

は業務をさらに細分化して、どこから自

動化するかにフェーズが移っています。

ですからAI や DXによって、建設業に

おけるさまざまな方々のさらなる活躍を

実現していけるようにしたいと思いま

す。逆に、そういった課題解決がこれか

らの技術者に求められるとも考えている

ところです。

福田	 交通システム工学科の女子学生の
割合は10%強ほどです。以前に比べる

と増えていますが、まだまだ少ないです。

海外の大学では土木を学んでいる学生の

半分くらいが女子です。私の研究室から

もゼネコンに就職する女子学生が増えて

きましたが、昨今の働き方改革も含めて、

女性のエンジニアの現状について教えて

ください。

岩坂	 女性のエンジニアはまだまだ増や
さなきゃいけないというのが正直なとこ

ろです。DX化やロボット化はマストで

すし、多様性という意味では、女性はも

ちろんいろいろなハンディキャップをお

持ちの方にも安全、快適に働いていただ

ける現場が随分できてきたと思っていま

すが、それらをさらに確実にするはどう

するか、実はそういうところにアイデア

が欲しいという思いがありまして。過日

あるトラックメーカーの方と話してい

て、近年は物流業界のトラックドライバ

ーから土木業界のダンプドライバーに女

性が随分移っているという話を聞いたん

です。なぜかというと、ダンプトラック

は運ぶのが土砂で、最後にスイッチひと

つでベッセルを上げさえすれば荷下ろし

が終わるので、楽なんですね。今、技術

は完成しつつある中で多様性のある方々

に働いていただく動機付けのためのアイ

デアを出していくフェーズだと思うの

で、そういうことにも興味を持って建設

業界を見てほしいと思っています。

福田	 増島さんの会社には女性のエンジ
ニアがたくさんいますね。

増島	 海外部では女性が３分の１ぐらい
です。

福田	 みんな子供がいて、それでも海外
を飛び歩いていますよね。

増島	 産休や育休から復帰した後に時短
で働けるように対応して、ある程度年数

がたって自分が行きたければ海外に行け

るようになっています。

福田	 海外に行くと、日本で言う国交省
のようなところでも課長さんが女性で

す。大学の先生も女性が多いです。

増島	 日本が特殊なんだと思います。
井口	 うちのグループにも設計事務所が
ありますが、設計をしている人間の中に

は元109のショップ店員もいますよ。性

別もバックボーンも何も関係ない。

岩坂	 日本の土木施工にはまだ女性が少
ないなとは思いますが、結構ばかになら

ないのが肌荒れとか日焼けだったりする

んですよ。ヘルメットのひもの跡が付く

のが嫌とかね。でもようやくその辺りの

課題まで来たのかなという気もします。

もちろん以前はトイレの問題もありまし

たがそういうのは全部改善したので、そ

ういう意味では今の在学生が今後就職を

考える頃にはもっと良くなっているとは

思うんですけどね。

�これからの交通ビジネスで�
後輩の活躍に期待

福田	 交通システム工学科では、卒業生
の幅を広げようと「マネジメントコース」

を設立し、例えば、会計学やマーケティ

ングなど、工学以外のことも教えてきま

した。ほかの大学よりかなり幅広にいろ

んなことを勉強した卒業生がいるのでは

ないかと思っています。増島さんや岩坂

さんの会社では、本学科の卒業生を採用

していただいていると思いますが、彼ら

の活躍ぶりはどうでしょうか。

増島	 今、わが社には私を含めて３名の
卒業生がおります。ほかの２人は40代

ですが、基本的には技術者として、私が

ずっとやってきたのと同じようにコンサ

ルタントとしてやっております。ちょう

ど案件の業務主任としての立場で活躍を

Observer’s Voice
交通システム工学科３年　関野　奨

お話を聞いて、これから大きなプロジェク
トに携わり活躍できるとしたら、それは海外
なのかもしれないと思いました。これまで知る
機会がほとんどなかったのですが、今日のお話からインフラ
が整備されていないような途上国で仕事をすることに可能性
を感じましたし、興味を持ちました。そうなると、やはり英語
をしっかり勉強しなくてはいけないとも感じました。また就活
では、つい「正解」を求めてお手本を参考にしてしまいます。
自分の考えを持ち、それを表現することを受け入れてくれるよ
うな場所を見つけたいと思いました。大学院進学も視野に入れ
て、将来のことを考えていきます。

交通システム工学科１年　中島京子

まだ１年生の前期の授業しか受けていない
ので、交通の “交” の最初の点を書いてみた
ぐらいの状態です。ですから正直、皆さんのお
話は理解できないところもありました。しかし、交通システム
工学科を卒業後、さまざまな仕事ができるということがわか
り、とても勉強になりました。都市のハード面もソフト面も、
使い続ければ古くなっていきます。私はそれを変えていける仕
事に就きたいと思っています。お話を聞いて、女性が働きやす
い環境に進めてくれているという印象を持ちました。何でもで
きる、道が開けている、と思えたことは、自分の将来を考える
上でもとても良かったです。
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コンクリートカヌープロジェクトが 
コンクリートカヌー大会に出場

谷口　望

コンクリートカヌープロジェクトのメンバーが、土木学
会関東支部主催「第29回大会土木系学生によるコンクリー
トカヌー大会」（2024年 8月 3日、海の森水上競技場）に
参加しました。大会は大学・高専・高校の合計24チームが
参加し、カヌーの速さと美しさを競いました。日本大学の
チームはデザイン賞を受賞しました。水に浮くとは想像
しにくいコンクリート材料を用いてカヌーを製作すること
で、これまで学習してきた材料工学、構造工学に対して「気
づき」を得るとともに、「ものつくりの楽しさ」を経験し
ました。

交通まちづくり工房鋼橋プロジェクトが 
日本鋼橋模型コンペティションに出場

谷口　望

鋼橋プロジェクトのメンバーが、第15回日本鋼橋模型コ
ンペティション（JSBC： Japan Steel Bridge Competition）
に参加しました。JSBC 2024は2024年 9月11日から13日の
3日間、京都大学桂キャンパスにおいて開催され、北海道
から九州まで全国の19校の大学・高専から24チームが参加

しました。大会では、橋梁に対する架設競技、載荷競技、
プレゼン競技、景観デザイン投票の各部門で、学生自身の
技術力を競いました。メンバーは、これまで学習してきた
構造工学に対して新たな「気づき」を得るとともに、「も
のつくりの楽しさ」を経験しました。

交通システム工学科写真コンテスト2024報告 

菊池浩紀、青山恵里、積田典泰

交通システム工学科では、学科同窓会の「わだちの会」に
共催をいただきながら、2009年度より中学生と高校生を対
象とした「写真コンテスト」を毎年開催しています。社会
生活における交通の役割や関わりなどについて深い理解と
興味を持っていただくとともに、コンテストへの参加を通
じて本学科を広く知っていただくことを目的としています。
今年のテーマは「＃旅」であり、国内外の中学生と高校
生から192点の応募をいただきました。写真家の西山芳一
氏、舛巴亮氏、わだちの会会長の加藤道雄氏と本学科教員
からなる審査委員会において厳正なる審査の上、15作品を
入賞といたしました。

8月には、オープンキャンパス船橋にて入賞者の方への
表彰式を開催し、入賞者の方々へ表彰状と副賞を贈呈させ
ていただきました。なお、後日ご応募いただいた皆様にノ
ベルティグッズをお送りいたします。

今年度の主な教室の教育関連行事の概要を報告します。

大学院博士前期課程 2 年生中間審査会（ 7 月）
開催報告

峯岸邦夫（大学院担任）

2024年 7月20日、24日、27日の 3日間で大学院博士前期
課程 2年生の中間審査会（ 7月）が開催されました。この
中間審査会（ 7月）では、10月の中間審査、来年 2月の最
終審査に向けて、専門領域が近い系列ごとに分かれて15分
間の発表後、先生方から研究の方向性や解析手法ついて問
題がないかの確認等を含む質疑応答が各自30分間行われま
した。
まず 7月20日は、交通システムと交通環境の 2研究室（計

5名）、 7月24日は授業の関係で午前と午後に分かれ、空
間情報と鉄道構造工学の 2研究室（計 5名）、 7月27日は
交通計画と運輸交通計画の 2研究室（計 5名）が、それぞ
れ発表と質疑応答を行いました。
この中間審査会（ 7月）で先生方からいただいたご意見
やご指摘を参考にして、10月に行われる中間審査、またそ
の先の最終審査に向けて研究を進めることになります。

オープンキャンパス2024開催報告 

山中光一（広報担当）、菊池浩紀（広報連絡担当）

2024年度のオープンキャンパスは、 6月23日に「オープ
ンキャンパス駿河台（駿河台キャンパス）」、 8月 3日、
4日の 2日間に「オープンキャンパス船橋（船橋キャンパ
ス）」が開催されました。両会場とも多くの皆さんにご参

加いただき、改めて感謝申し上げます。
両オープンキャンパスでは、ミニ講義、学科紹介、パー
ソナルモビリティ（セグウェイや電動キックボード）の試
乗会を実施しました。ミニ講義には多くの高校生やその保
護者の方に参加いただき、本学科で学ぶ内容について理解
していただけたかと感じております。
また、より学科のことを知っていただくために、学生主
体で企画を進めた「学科紹介クイズ大会」を本年度より実
施しました。オープンキャンパスのアンケートでは、「ク
イズ大会に参加して、より学科で学ぶ具体的な内容が理解
できた」、「説明を聞くまではどのようなことを勉強するの
かわからない部分もあったが、クイズ大会に参加すること
で理解することができた」など、さらに学科のことを知っ
てもらえ、交通を身近に感じていただけたと実感していま
す。両オープンキャンパスを通して最も多かったご意見は、
「学生が熱心に元気よく丁寧に説明してくれ、とても活気
のあるオープンキャンパスで、参加してよかった」という
ものでした。教員だけでなく在学生も一緒になって学科を
アピールすることによって、より学科のことを知っていた
だけたと感じております。
今年は酷暑ということもあり、オープンキャンパス船橋
では屋外で実施したパーソナルモビリティ試乗会の人数を
制限させていただきましたが、多くの方に学科ブースやミ
ニ講義に参加していただきました。また昨年も好評だった
若手教員の考えたノベルティは、来場者以外の他学科の学
生にも好評をいただきました。オープンキャンパスの最後
には、2024年の写真コンテスト（テーマ：＃旅）の表彰式
を行い、多くの受賞者や関係者の方に会場へお越しいただ
いております。
今年も 1年生から大学院生まで総勢150名ほどの在学生
に協力いただき、非常に活気あふれるオープンキャンパス
になりました。特に本学科は学生の熱心さが好評であり、
大変感謝しているところです。この場をお借りして感謝申
し上げます。

オープンキャンパス駿河台
（ミニ講義）

オープンキャンパス船橋
（学科説明）

日本大学Ｂチーム（架設競技後）

日本大学Ａチーム（載荷競技）

出走に向けた準備状況

製作したカヌーとチームメンバー

中間審査会（７月）の様子
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また、2025年の写真コンテストは、「交通の詩―情緒あ
ふれた交通―」をテーマとして開催を予定しています（応
募期間： 2025年 4月 1日～ 5月31日）。中学生・高校生の
皆さんが表現した「交通の詩―情緒あふれた交通―」の作
品のご応募をお待ちしております。応募方法などの詳細は、
決定次第、本学科ホームページと公式Ｘ（旧 Twitter）に
掲載します。
【写真コンテスト2024について】
テ　ー　マ：「＃旅」
対　　　象：国内外の中学生及び高校生
応 募 総 数：192点
入賞作品数：計15点
　　　　　　 大賞（ 1点）、特選（ 2点）、わだちの会会長

賞（ 1点）、入選（10点）

受賞報告 

　

交通環境研究室のゼミナール
生が富里市長より表彰

2024年 7月10日に富里市役
所にて「富里市公共交通マッ
プ」の表彰式が開催され、富
里市の五十嵐博文市長より、
4年生 6名（敬称略：渥美裕
斗、阿部雄基、五十嵐健悟、
石橋一樹、坂田光太郎、中島
拓未）が表彰されました。日
本大学理工学部は富里市と包

括連携協定を結んでおり、交通環境研究室の2023年度ゼミ
ナールの一環として当時の 3年生が富里市公共交通マップ
を作成し、高齢者の方々にもわかりやすく見やすいマップ
として、高く評価されたものです。また、この公共交通マ
ップは2024年 5月29日から実際に配布されており、市民の
方々から大変好評とのことです。おめでとうございます。

菊 池 浩 紀 助 教 と 積 田 典 泰 助 手 が Best Paper and 
Presentation Award を受賞

2024年 8 月30日にタイ・バンコクで開催された17th 

ATRANS Annual Conference: Young Researcher’s Forum 

(AYRF) 2024にて、菊池浩紀助教と積田典泰助手が Best 

Paper and Presentation Awardを受賞しました。発表タ
イトルはそれぞれ、菊池助教が Fundamental Analysis 

of Awareness for Electric Vehicles in Japan（日本におけ
る電気自動車認知度の基礎的分析）、積田助手が Safety 

Analysis Based on Vehicle Trajectories in Roundabout –The 

Case Study of the Prince of Songkla University Roundabout–

（ラウンドアバウトにおける車両軌跡に基づく安全性分析
―プリンス・オブ・ソンクラ大学ラウンドアバウトの事 

例―）です。おめでとうございます。

退任教員の紹介 

伊東英幸（教室幹事）

積田典泰助手
が本年 9月をも
って日本大学を
退職されました。 
積田先生は、本
学科の博士後期
課程を修了後、
2023年に本学科
に助手として着
任され、測量実習・製図デザイン基礎Ⅰ・地盤材料実験な
どの授業補助を担当され、教育活動にご尽力されました。
本年10月からは、金沢大学に助教として着任されます。新
天地でのますますのご活躍をお祈りするとともに、これま
での本学科での教育・研究活動へのご尽力に心から感謝申
し上げます。

青空の地平線
古藪聡維さん 

（立花学園高等学校）

ロマンスをもう一度
大島琉生さん 

（立花学園高等学校）

雷都レール
柏木祐舞さん 

（宇都宮短期大学附属高等学校）

Memories
飯山悠大さん（福島県立いわき総合高等学校）

現代へのタイムトラベラー
東　晃大さん（鹿児島市立鹿児島玉龍中学校）

入　選 （10点）

長旅
近藤　学さん（岩倉高等学校）

特 選 
（舛巴賞）

夕暮れ時の終着駅
山田修太郎さん（岩倉高等学校）

わだちの会 
会長賞

夕暮れの新幹線ホーム
熊本敬志さん（昭和鉄道高等学校）

夕暮れのそら
岡﨑健太さん（正則学園高等学校）

快適快走
山本有吾さん（国際基督教大学高等学校）

メンテナンス中の飛行機
齊藤柚輝奈さん（茨城県立下館工業高等学校）

消えた賑わい
貝瀬　蓮さん（岩倉高等学校）

富里市公共交通マップ

五十嵐博文市長らと表彰された学生

特 選 
（西山賞）

This is the final boarding call
はまだかずきさん（東筑紫学園高等学校）

明日への旅路
星野聖太さん（獨協埼玉高等学校）

大 賞
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　「交通」と「環境」は、自動車などから排出される温室

効果ガスによる地球温暖化の問題、大気汚染、水質汚濁、

騒音や振動などの人の健康や生活環境、さらには自然環境

への影響など、さまざまな関わりがあります。

　2024年 5 月に第六次環境基本計画が閣議決定されまし

た。この計画は、環境基本法第15条に基づくすべての環境

分野を統合する最上位の計画です。第一次環境基本計画が

策定されてから30年という節目でもあるため、今回のコラ

ムでは、私たちの身の回りのさまざまな「環境」を取り巻

く危機的状況や、国の目指す方針などをふまえて、交通分

野で今後期待されることを考えてみました。

地球が晒されている 3 つの「危機」

　令和 5 年 5 月に開催された G 7 広島首脳コミュニケで

は「我々の地球は、気候変動、生物多様性の損失及び汚染

という 3 つの世界的危機に直面している」と明確に述べら

れ、第六次環境基本計画でも 3 つの危機に懸念が示されて

います。

　「気候変動」

　世界気象機関（WMO）の報告によると、既に温室効果

ガスの排出をはじめとする人類の活動が、産業革命以前

の1850～1900年の平均と比較して2014〜2023年に約1.20℃

（±0.12）の地球温暖化を引き起こしており、特に2023年

は世界の年平均気温が観測史上最も高く、産業革命以前よ

り1.45℃（±0.12）高くなったと報告されるなど、私たち

が体感できるほど気候変動が進んでいます。

　「生物多様性の損失」

　第 6 の大量絶滅時代が到来しており、主な原因は人間活

動の影響と考えられています。生物多様性及び生態系サー

ビスに関する政府間科学政策プラットフォーム（IPBES）

の報告書では、調査されているほぼすべての動物、植物の

約25％の種の絶滅が危惧されており、世界的に危機的な状

況です。

　「汚染」

　IPBES の報告書によると、世界の排水の80％以上が未

処理のまま放出され、工業施設から年 3 ～ 4 億トンの重金

属、溶媒、有害汚泥などが世界各地の水域に投棄されてい

ます。このほかにもマイクロプラスチックなどのプラスチ

ック汚染など、国内外において問題となっています。

第六次環境基本計画のポイント

　このような環境の危機的な状況や、さまざまな経済・社

会的課題への対処の必要性を受けて、本計画では、環境政

策の最上位の目標として「現在及び将来の国民一人一人の

ウェルビーイング／高い生活の質」が実現できる「循環共

生型社会」の構築が掲げられました（上図）。国民一人ひ

とりが「より良い環境」で「より良い生活」を過ごすこと

が目標になっており、その達成に向けて 6 つの重点戦略と

個別分野の重点的施策が策定されました。重点戦略は、環

境・経済・社会の統合的な取り組みなどが組み込まれてお

り、個別分野は気候変動・地球温暖化対策の見直しや生物

多様性の確保などが包括されています。

交通分野で何ができるのか？

　「環境」はとても広い概念ですが、特に環境基本計画では、

私たちが生活していく上でなくてはならない、私たちの生

活の基盤になる生活環境や自然環境などの地球環境に関し

て言及されています。きれいな空気や水、豊かな緑などの

自然が、私たちの生活をより豊かに彩ってくれます。この

ような私たちの生活の基盤となる環境を守り、さらに良く

していくことが、これからの社会で重要だと考えられます。

　交通分野では、例えば地球温暖化対策として、環境省に

よる新しい国民運動「デコ活」が展開されており、公共交

通機関の利用促進や、健康的な自転車や徒歩での移動の推

奨、エコカーへの乗り換え、エコ旅行やエコ出張、カーシ

ェアリングやコミュニティサイクル、パーク＆ライドなど

の新たなライフスタイルへの転換による smart move が

推奨されています。

　生物多様性については、道路や鉄道、港湾等の交通イン

フラ整備に伴う自然環境への負荷を軽減するための適切な

環境影響評価や環境保全措置の実施が望まれます。例えば

環境にやさしい道路である「エコロード」の整備や、動物

の交通事故死を減らすためのロードキル対策などが挙げら

れます。また、過去の交通インフラ整備によって失われた

自然環境を復元、回復させつつ、グリーンインフラとして

活用していくことも重要です。

　交通分野でもさまざまな環境配慮や環境保全を行うこと

で、私たちの身の回りの環境が豊かになり、「ウェルビー

イング／高い生活の質」を達成する一助になるのではない

でしょうか。

編 集 後 記

前回（65号）の特集では、会社の代表として活躍されている本学科の卒業
生にインタビューを行いました。本号では、その続編の特集企画として、さ
らに 3名の卒業生をお招きして、「ビジネスで活躍する卒業生座談会」を実
施しました。座談会にご協力いただいた皆様には、大変お忙しい中、貴重
なお時間を割いてご参加いただきました。心より御礼申し上げます。座談
会は終始穏やかな雰囲気で進み、後半にはオブザーバーとして参加した学
生も加わり、大いに盛り上がりました。座談会の様子は、学科の YouTube
等でも公開予定ですので、ぜひご覧ください。 （吉岡）
私はこの夏タイを訪れ、現地の視察、調査を行い、また国際学会に参加し
ました。私にとって初めてのタイ訪問だったこともあり、いろいろと刺激的
でそして勉強になることばかりでした。これまでも国際学会に参加したこと
がありますが、いつも驚くのは女性研究者・学生の多さです。今回私が発

表したセッションでは 5人中 4人が女性でした。座談会の中でも女性技術
者の話題がありました。性別や個人の属性などにとらわれず、いろいろな
人が活躍できる社会が広がるといいなと思いながら、日々活動しています。
 （青山）
今回のテーマは前回に引き続き、交通システム工学科とビジネスに関する
ものになっており、今回は座談会を開催しました。会社の重要なポジショ
ンを担う方々のお話はとても興味深いものでした。ぜひじっくりと読んでみ
てください。また、私は今回初めて JSBCブリッジコンペ（工房活動）に参
加してきました。全国各地の大学が、ひとつの課題（橋梁模型作成）に取
り組み競技を行うという、とても面白く学生の熱量を感じる大会でした。こ
の大会に参加するにあたり、構造計算や架設方法を考えたことは、今後土
木業界に就職してからも役に立つ貴重な経験であったと思います。 （飯田）
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C O L U M N

第六次環境基本計画
をふまえ、今後の交通
の「環境」分野で期待
されることとは？
末次優花
助手

出典：環境省，第六次環境基本計画の閣議決定について，【添付資料 2 】第六次環境基本計画の概要
　　　https://www.env.go.jp/press/press_03210.html


